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カ ード ・マジ 。ﾉﾌ専門 誌

剥li咄|llv由,masato muoilani

voI.5-n0.9

石田天海Ｑす1－ド奇術（１）

jｒl　　 、
7 …

…

ぞ ノ

麦 谷 員 里

(まえがき)｢ 天海の講習ﾉｰﾄ｣ という冊子があります(写真８５６)。手書きのコピーを簡易製本し

たもので､ 著者は､ 名古屋アマチュア･マジシヤンズ･クラブの会員であった大矢定義氏(故人)で

す。1981 年の刊行ですから､天海の死後10 年ほど経ってから出たことになります。内容は､ 大

矢氏が名古屋の石田天海邸で､ 月に２度行われた講習に基づいてメモされたものです。
: ･ ･  ・  ･‘ ･ I ･ l S ･ ･ .  ' , ' . - . = ･ " ･ ･ ･ ･ . , . ･ I ･ ･  .  - ･ ･ I ■■

■■■■

天満9 膜SJ- 卜。。

圀 回１匹S¶蓼1

ﾉ4

/Ttiiiil

写真８５６

｢Ｎ０．１｣と書 いてあります が､ Ｎ０.2 以 降 が 刊行され たかどうご･ よこ こ'･･.・ ７ 仏 、.ご、 、大 矢さ
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んのことです から､ お そらく続けて刊 行されたと思います。｢大 矢さん のことです から｣と書きました

づ､ それは､ 大 矢さんが 私の 刊 行する“ｍａsqｕｅrａｄｅ ｐａr↑I ″'の購 読 者だったからです。雑 誌を送

･でＴ ると決まって旬 日を経ずして大 矢さん から質問 の 葉 書や 手 紙 が届きます。私 は､ その 都度 、

丁 享 こ返 事を出しておりましたが､ 高 木 重 朗 氏 は 、同 様 に著 書 に 関する 質 問を大 矢さん から受

－てミごほとんど 回 答 はしてお られま せ んでした 。それ は､ 高 木さん の 場 合 は 全 国 から山 のよう

こ？｡ ヽ･合 わ せ が来るからで､ そもそも､ 超 多忙な高 木さん が､ そ の 質問 の すべ てに目を通して 回

答フ モ勿ミ 的余 裕も時 間 的余 裕もなかったからです 。

こｆ え ま､ 高 木さんからこんな話 を聞い たことが あります 。大 矢さん から、｢解説 には､『カード

モゲニ て置くjと書い てある が､ これは 表 向きで 置< の か 裏 向きで置くの かどっちです か ？｣ と質

？ づ 夭こ そうです 、高 木さんは､ 嘸 然として､｢ 伏 せ て置< んだ から裏 向きに 決まっているだろう｣

こ私 こＥｓしゃってました。

二こ ニピソードを紹 介した の は､ 大 矢さん の質 問 は､ この ように細 かいことが 多<､ したがって 、

天 夭Ｅん の言 か れた､ この｢ 天海 の 講 習ﾉｰﾄ｣ は､ 大 矢さん が 重 要だと思った点をかなり細部 に

亘ってメモしてあるということを意 味してい ます。ただし､ 私の 所 有する｢ 天 海の 講 習 のﾉｰﾄ｣ は、

大 矢さん から直 接 購 入したもの ではな<､ これを名 古 屋 名 鉄 百 貨 店 の 手 品 用 品 売場 のディーラ

ー が販 売していて､ それを購 入された方 から譲り受けたものです 。

読 んで みると､ これ は､ まさに大 矢さん の 個 人メモというか 備 忘 録 で､ 一 度 天 海 から習った 者

が 参 照に読 む のは いい のです が､ まった< 初 めての 人が､ これで天 海 のカード奇 術を会 得するの

はきわ めて 困難 です 。理 由はいくつ かあります。ひとつめ は､ 全 体 像 が 書 かれ てい ない の で､ い

くつ の ステップ から構 成されてい る手品 か 流 れが 不 分明なこと､ ふ たつめ は､ 実 際 の ハンドリング

が わ からないこと､3 つめ は 、これ は 解 説 書 ではない ので 、メモ の 内容 そ のものが 間 違っている

場 合 は､ 書い てある通りにやっても奇 術 ができないこと､ です 。

石 田 天海(1889 年－1972 年) がアメリカ合衆 国 での職 業 奇 術師 活動を辞 め て日 本 に帰 国し

たの は１９５８年です 。した がって､ １４年 間 主として 名古 屋に 居住され ていたことになります 。私も

1967 年 から数 年 間 名 古 屋に 住 んでいましたから、石 田 天 海と同じ空 の 下にい たの です が､ な

ぜ か､ 一 度もお 会いしたことが ありませ んでした 。何 か の 奇 術大 会 で､ ステ ージ の 上 で小 品を 演

じられ たのを拝 見したくらい で､ 個 人的 な知 遇を得たことはありませ ん 。理 由は わ かりませ ん が、

当 時､ たとえば 名古 屋アマチュア･ マジシャンズ･ クラブ は､ 私のような高校 生 には 敷 居が 高< 、そ

の 種 のクラブに 所属していな かったの が遠 因 かもしれませ ん。い まから考 えるともったいないこと

をしました。

さて､ この 冊 子 が そんな に沢 山 配 布され たとも思 えま せ んの で､ せっかくの 石 田 天 海 のカード

奇 術を記 録 に残しておこうと思って､ 今 回 私が 咀 囁して実 際に 演じることができるように解 説しま

す 。特に 大きく異なる 部分 は､ 観客 に見 せるように演出 とハンドリングを変えたことです 。カード奇

術 そのもの の 構 成 や 骨 格は 変えていませ ん の で､ 石 田 天 海 の 考え方 は 損な わ れ てい ないと確

信しています 。今 回 の解 説にあたって､ 言うまでもないことですが､ 貢 載した のは 石 田 天海と大 矢

定 義 氏 のお二 人です 。
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１。天海の｢客とやるカード｣

タイトルは､ すべて冊子の通りにしました。奇術雑誌に発表Ｔる二こぞ可き 二三７１こわけではあ

りませんので、タイトルが野暮ったいのは止むを得ません。

[現象]

客とマジシャンとが同じようにカードを扱いますが､ 客は何度やっても７じようにはできません。

[準備]

ありません。

[やり方]

冊子には何も書いてありませんが、これは全３段からなる手順です。

第1 段:『マジシャンと同じようにやってみる』

①テックから､ スペードのＡから5までの５枚のカードとダイヤのＡから5 の5 枚のカードを抜き出し

て客に示し､どちらか好きなスートの５枚を選んでもらいます。ここでは､ 解説の便宜上、マジ

シャンがスペード、客がダイヤを選んだとします。

②まず､ マジシャンがスペードのＡから5をトップから順にＡ,２、３､４､５となるように一旦揃え、

全体を表向きにして客に示し(写真857) 、客の持っているダイヤのカードも同じように揃えてく

れるように頼みます。

写真857

③客に､これからマジシャンンと同じようにやってくれるように言います。まず､ パケット全体をそ

ろえて裏向きにひっくり返します。一番上がＡになります。5枚をよく広げ､ 真ん中( 上から３枚

目)のカードを抜いて､トップに載せます。客にもそのようにしてくれるように頼みます。

④次に､ ボトムのカードを取って､これを真ん中に入れます。客にもそのように指示します。

⑤トップ･カードを取って､ ボトムに回します。

⑥５枚のパケットを裏向きでよく揃えます。トップ･カードをテーブル上に裏 両言で置きます。次の

カードをパケットのボトムに回し､3 枚目のカードをさきほどテーブルに土したカードの上に裏向

きで載せます。その次のカードをボトムに回し､ その次のカードをテーブル上のカードに裏向き

で重ねます。その次のカードもボトムに回し､ その次のカードをテーブル上の刀－ドに重ね言ET 。
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左 手に 残った1 枚 のカードは､ そのままテーブ ル上 のカードの 上に 裏 向きで置きます 。一 種の

ダウン･ アンダーです 。

ｙ それでは､ あなた が私と同じようにやったかどうか､ 点 検してみましよう｣と言って､ テーブ ル上

ご)パケットを取り上げ て表 向きにして点 検します 。ボトム からトップ方 向 へ､ Ａ、２､３、４､ ５の 順

こ立んでいます( 写真８５８)。

写真858

旦｢素清らしいですね。上手にできたようです｣と客を誉めます。

第２段:『今度は同じようにできない』

⑨もう一度やってみましょう。5枚のカード裏向きでトップから Ａ～５の順に揃え直します。真ん中

のカードを抜いてトップに置きます。ボトムカードを取って､真ん中に入れます。

⑩トップからボトムに､ はっきりと1 枚ずつ２枚のカード送りますが､２枚目のカードをボトムに回し

たら､その上にブレイクを作っておきます。そして､ その次の３枚目のカードを同じようにトップ

からボトムに回す仕草で､ 実際は､ ブレイクの位置のボトムから２枚目に入れてしまいます。

⑨これを繰り返します。トップからボトムヘ２枚送ります。その次の3 枚目のカードはボトムカード

の上に入れます。

⑥次に、トップから1 枚ボトムに回します。これで､ マジシャンのカードは、トップからＡ,２､３、４、

５の順になっていますので､ 全体を表向きにひっくり返して､ 客に順序が変わってないことを示

します。ここで、客のカードを点検すると､順序がそろっていません。

第3 段:『最初からもう一度』

⑩｢おかしいですね？もう一度やってみましよう｣。マジシャンの5 枚を､ 裏向きにして､ 上から､Ａ

２､３､４､５の順にします。｢いいですか？上からＡ,２､３､４､５です｣と言いながら、左手から

右手にカードの順序が変わらないように取って行きますが､このとき､Ａの下に２､その下に3

を取るとき､右親指で一番上のＡを左に押して左手に戻し(写真８５９)、同時に左手のボトムカ

ードをバックルして上の２枚を同時に、｢４｣と言って右手取ります。左手は残った5を指でパチ

ンと弾いて、｢５｣と言います。そして､ 客にも、自分の5 枚のカードを上から順にＡ,２､３、４､５

と揃えるように言います。この時点でのマジシャンのカードは上から､２､３､Ａ,４､５です。
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写真859

⑩マジシャンは､５枚のパケットを裏向きで拡げ､ 真ん中のカードをトップに持って来ます､ 客にも

同じようにしてもらいます。次に、ボトムカードを取って真ん中に入れます。さらに､ボトムカード

を取って真ん中へ入れることをあと２回繰り返します。これで､マジシャンの5 枚は、トップから、

Ａ,２、３、４､５の順になりました。全体を表向きにしてカードの順を示します。客のカードを点

検すると､そのような順序になっていません。｢同じように行なうのはなかなか難しいようです

ね｣と言って終わります。

[コメント]

いわゆる“l)O QS l dO'″ものですが､ 難しい技法を使わず構成されているところが優れています。

ただし､カードの操 作が複雑なので､客のほうも一瞬(自分が)間違えたかな？と思ってしまうとこ

ろが難点です。そういう観点からは､ ギャフ･カードを1 枚使いますが､ ケン･ブルックの手順のほ

うが普通の観客相手には演じやすいです。

2｡ 天海の｢いつも客のカードが｣

[現象]およそ不可能と思われる状態から客の選んだカードを２回当てます。

[準備]

このノートが天海の講習のメモであることはすでに述べましたが､ 重要であるにも関わらず､ メ

モにまった<書いてないことがけっこうあります。それは､ おそらく､大矢さん自身が､ メモに書<ま

でもないと思われたからです。しかも､このメモは、当然といえば当然ですが､ このカード奇術を

不思議に演じることに主眼があり､おそら<天海が語ったであろう､なぜ､ この作品を考えたか､と

か､ 技法は誰のものとか､ 誰のカード奇術に影響を受けた作品だとか､ およそ私が知りたい周辺

のことは何も書いてありません。天海はバーノンと親しかったので､たとえば､ バーノンはこう演じ

ていたとか､ そのような瓊末なことを知りたいのに､ そうした情報は一切収録されていません。

話が横道に逸れてしまいました。このカード奇術も､ 講習メモのどこにも言いてありませんが、

実は52 枚のテックではなくて､52 枚＋２枚のジョーカーの計54 枚で渓じます。しかも､ ジョーカ

ーのうち1 枚はショート･カードであることが後で判明します。さらに百Ξ テープの必要な二とも途
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中で突然わかります。

エデック(５２枚 十ジョーカー２枚の計５４枚)からダイヤのカードをすべて抜き出して､ 次のように

セットします。まず､ 表向きでＡ～３の3 枚を一山。次に､４～９の6 枚を一山､ 最後に１０～Ｋの４

衣を一山に重ねます(写真８６０)。

写真８６０

次に､ それぞれの山の上に､ やはり表向きで､ 黒いカード(奉かみ)をダイヤの３の山の上に3 枚、

ダイヤの９の山の上に6 枚載せます(写真861) 。

写真861

ダイヤのＡ～3 を含む6 枚のカード群の上にダイヤの４～９を含む12 枚のカード群を載せ、こ

の18 枚のパケットの上にダイヤの１０～Ｋの４枚を載せます。そしてこの２２枚を輪ゴムで止めま

す。残りのカードはこの輪ゴムパケットの表側に載せ、一枚だけ裏側に持ってきて輪ゴムを隠し

ます。この状態でセットしたテックをカード･ケースに入れておきます。

②左手の甲にlcm 四方<らいの両面テープを貼りつけておきます。

③２枚のジョーカーのうち1 枚をショート･カードにしておきます。

[やり方]

第1 段:客のカードを当てる
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